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(3) 候補地 阿武町福賀地区とは
あ ぶ ふく が

山口県北部に位置し、島根県境にほど近い山間の２つの集落（宇生賀
う ぶ か

集落と福田集落）。山口市から車で約１時間強。なだらかな山麓に囲まれ

た標高400m近い盆地で、人口541人（268世帯）。阿武町全体で3,274人。

平成の大合併を拒否し、萩市に囲まれる形となる。単独町政を選択し

た同町は、日本創成会議に「消滅可能性都市」とまで言われたが、町民
福賀地区 盆地に広がる稲穂

の地道な努力により人口減少を食い止めつつある県内唯一の町でもある。 上空を電磁波が飛ぶ!?

基幹産業は農林業で、昼夜の大きな温度差を生かした高糖度の福賀高原

梨や１株１果の福賀ミネラル西瓜、無角和牛、うもれ木の郷手作り豆腐

等の加工品や野菜、米等が主な特産品。町のあちこちに飾られた大きな

桧工芸が私たちを出迎えてくれた。

イージス・アショア配備地は、行政区としては萩市だが、隣接するの

が阿武町福賀地区である。また、日本海側から飛翔するミサイルの防衛

を想定した際、レーダーは阿武町側を向くことになる。むつみ演習場を

要とした扇形の中に町全体がすっぽり入り、地元住民から計画に対する

強い反対の声が上がっている。先人たちが開墾し、これまで苦労して築

き上げてきた豊かな農地や暮らしを破壊されることへの憤りは強い。
阿武町の位置とレーダー照射方向

(4) 豊かなふるさとづくり

阿武町は人口減少や後継者不足等が深刻化するなかで、「選ばれる町づくり」を地道に推進してきた。

私たちが訪問した日は、福賀大農業まつり（満福祭2019）が行われていた。「人と土とふれあいを」を

テーマに今年で38回を数える。福賀小学校をまるごと会場にした地域行事。小さな子どもからお年寄り

まで一日楽しめる盛り沢山の内容で、開演前の時間にもかかわらず会場は人で賑わっていた。人口500

人規模の集落の行事とはとても思えない。会場全体が手作り感に包まれている。

駐車場のグランドは車でいっぱい あちらこちらから湯気と美味しそうな香り 盛り沢山のプログラム

人口減の歯止めとして、社会増をめざす方針を打ち出した阿武町は諸経費を抑え、県外からの移住定

着をサポートしてきた。現地ガイドの米津さんも移住者の１人。阿武町は「消滅可能性市町村」約900

のうち、社会増減調査では上から17番目。

移住支援補助金制度（一部） 阿武町人口推移
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(5) 生活の場が攻撃目標に !!!!!!!

イージス・アショアは、先制攻撃の対象として真っ先に狙われる可能性がある。防衛省は説明会の席

で「万が一、攻撃された時にどうなるんだということが一番心配」住民の質問に対し「そもそも攻撃さ

せないようにするものだ」「相手国からの攻撃対象にはならない」と繰り返し説明してきた。その一方

で、イージス・アショアが敵の攻撃目標となり、周辺地域が危険にさらされるのではないかという懸念

があることを踏まえ、防空部隊を配置し警備体制を250人規模として、周辺地域も含めて防護するとし

ている。これは、攻撃対象になることを認めたことである。

福賀地区の人たちは、常に何かに怯える生活を強いられる。「何も贅沢は望まない。ただ、今と同じ

平凡で安心できる生活をこの先もずっと続けていきたいだけです」（現地説明会資料より）

(6) 超強力電磁波の影響

◆懸念：レーダーが発する強力な電磁波をめぐり、地元は、健康や医療機器、防災無線、TV 放送等、
生活の様々な場面に影響が出るとの懸念を抱いている。イージス艦で運用する時は、陸地から離れて電

波を出す規定になっている。また、乗務員も危険防止のため甲板に出さない措置を取る。運用時に金属

製遮蔽体の中にいることは、イージス・システムに限らず強力なレーダー使用の前提条件である。ただ、

イージス艦と違い、地元は一生電磁波を浴び続ける。

◆人体への影響：電子レンジは、2.45GHz（ギガヘルツ）の電磁界（マイクロ波）を発生させて調理する。
マイクロ波エネルギーは人体に吸収されると、組織内で熱を発生させる。眼球のように血液の供給が少

なく温度調節機能の弱い器官、あるいは睾丸のように温度に敏感な器官は、非常に強いマイクロ波を浴

びた場合、熱による損傷を受ける可能性がある。

疫学的研究では、1887年の米国サビッツ博士の調査において、「2mG(ミリガウス)以上の磁場で小児白
血病が1.93倍、小児筋肉腫瘍3.26倍」という結果が出ている。スウェーデンでは、1992年にカロリンスカ

研究所を中心とした大規模な疫学調査の結果、北欧３国集計で「2mG以上の磁場で小児白血病が2.1倍、
小児脳腫瘍1.5倍」との調査結果を発表。低レベルでも電磁波に晒されることにより、小児白血病やが

んの発生率が増加する恐れが指摘された。

電磁波は研究途上のため、WHO（世界保健機関）は発がん性や人体に影響（生殖機能障害、発育異常、
脳や神経の病気等）を及ぼす因果関係を否定している。防衛省は「レーダーから半径230m以上離れた場

所では人体への影響はない」と説明するが、具体的数値については「機密事項」とし、公表しない。た

だ、ハワイの実験施設の周囲に人家はない。科学的に解明されていない部分を残しているにもかかわら

ず「安全」と言い切れるのはなぜなのか？

◆生活への影響：防衛省は「電波による様々な機器への影響については、一部で対策をとる必要があ

る」「医療用器具については、演習場周辺の医療施設では影響はないものの在宅医療のケースまでは確

認できていないため、レーダーの周囲に電波を吸収する防護壁を設置して影響をなくす」と説明した。

ドクターヘリへの影響については、計器等に影響が出る可能性があるため、急患時は実際に輻射を停止

するとしている。

◆調査データに複数の誤り：電波暴露強度の計算式は、防衛省のものには、参考とされた電波監理局

の用いる数式に謎の係数が加えられ、影響を示す数値が大きく引き下げられていた。住民からの問い合

わせに電波監理局は、防衛省が用いる数式は誤りであると回答。一方、防衛省は機密を盾に係数の中身

を開示しないとのこと。調査の信憑性自体が疑われる。

西台高地 無角和牛 放牧地 ドクターヘリ発着場(急患時以外はラジコン飛行場)

10名強のラジコン飛行機愛好者(近県ナンバー含)
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(7) 町づくりとイージス・アショア

懸命に町づくりを進めてきた阿武町。しかし、のどかで平和なふる里が、今ミサイル発射基地となり

攻撃目標になろうとしている。イージス・アショアが設置されるとＩ・Ｕターン者が来なくなる。定住

を始めたＩ・Ｕターン者も町外へ転出する事態が予測される。なかには、「悪かけど…」と前置きして

公言する人もいる。決断を迫られ、諫早湾干拓事業のように人々が分断される。風評被害を含めて農畜

産物や特産品にも影響が及ぶことは、明らかである。収益の減少に耐えきれず、後継者が転出し、人口

流出に拍車がかかる。地域が成り立たなくなる。攻撃目標になる。という最悪のシナリオも否定できな

い。イージス・アショアは、阿武町の努力を無にし、地域を破壊する地方創生の根底を揺るがす脅威で

ある。さらに、アメリカと一体化した集団的自衛権の行使に道を開く。その結果、私たちを戦闘に巻き

込む事態を招く。

内閣府地方創生推進事務局は｢みんなで育てる地域のチカラ地方創生｣サイトで次のように述べている。

人口急減・超高齢化という我が国が直面する大きな課題に対し、政府一体となって取り組み、

各地域がそれぞれの特徴を活かした自律的で持続的な社会を創生することを目指します。人口減

少を克服し、将来にわたって成長力を確保し、「活力ある日本社会」を維持するため、

「地方にしごとをつくり、安心して働けるようにする」

「地方への新しいひとの流れをつくる」

「若い世代の結婚・出産・子育ての希望をかなえる」

「時代に合った地域をつくり、安心なくらしを守るとともに、地域と地域を連携する」

という４つの基本目標に向けた政策を進めています。

萩市・阿武町は、弾道ミサイル発射基地があ

ると見られている北朝鮮・舞水端里（ムスダンニ）
ハワイ とアメリカ軍グアム基地を結ぶ直線直下。もう

１つの候補地秋田市は、ハワイ基地との直線直

下。この２カ所を「適地」とする理由は、日本

ではなくアメリカ防衛が目的だからである。

岩屋 毅 前防衛大臣は記者会見で秋田へのイ

ージス・アショア設置がハワイを守るための前

線基地ではないのか、との説には「それは全く
グアム

当たらない」と全面否定している。

アメリカ軍基地と阿武町の位置関係

長い年月をかけて町の基盤をつくり、安全で美しい故郷にするため一生懸命努力してきた人々が、故

郷の今あるがままを子どもや孫に残したいと考えるのは当然である。懸命に努力を続けてきた先人たち

に対する責任。豊かな自然の恵みを受け継いでいく次世代に対する責任。２つの大きな責任を果たそう

とする人々。ふる里を誇りに思い、ふる里を愛する気持ちは、福賀大農業まつりにちょこっと参加した

だけでひしひしと伝わってきました。

演習場直下 湧水｢羽月の名水｣ 陸上自衛隊 山口駐屯地 むつみ演習場入口 東台高地 陸上自衛隊むつみ演習場
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参加者の感想

渕上 隆 （大村定時）

「参加費・夕食交流会費・宿泊費、合わせて

１万４２００円お願いします」

会場を間違えて時間ギリギリにたどり着い

た受付で、そう告げられ青ざめました。支払

う費用のことをこの瞬間まですっかり忘れて

いました。湯田温泉駅から会場へ歩いて向か

う途中の酒屋さんで、お土産と自分用に地酒

を大人買いしてしまい、財布に現金がほとん

ど残っていなかったのです。

あわてて会場施設の事務室へ走り、近くに

ＡＴＭを使える所がないか尋ねました。幸い

そう遠くないところに郵便局があったため事

なきを得ましたが、開会には遅れ、目当てに

していた講演のはじめの部分を聞き逃し、続

くグループワークになかなかついていけない

状況となってしまいました。失敗でした。

講演後の各県意見交換の時間や夕食交流会

では、県や職場ごとに教育環境・労働環境の

違いがあることがわかり、それぞれの職場で

奮闘されている先生方の生の声を聴くことが

できました。料理もお酒もおいしく、たのし

い時間を過ごすことができました。

翌日のフィールドワークは「山口の文化と

芸術を味わう市内散策」に参加しました。は

じめに山口県立美術館で「岸田劉生展」を見

学しました。カミさんにうらやましがられた

「麗子微笑」もゆっくり鑑賞することができ

ました。つづいて、紅葉をたのしみながら街

路を歩き、山口ふるさと伝承総合センターに

移動。「大内塗箸づくり体験」を受講しました。

赤漆を塗り、金箔を貼って、２膳つくりまし

た。乾燥・仕上げに３週間ほどかかるとのこ

とで、宅配をお願いして今は届くのを待って

います。おしまいに、参加者の皆さんとうい

ろうで有名な「豆子郎」に寄って、ういろう

と抹茶をご馳走になりました。たいへんおい

しゅうございました。

山口高教組をはじめ、多くの方々にお世話

になりました。帰りには新山口駅まで車で送

っていただき、誠にありがとうございました。

またお会いできる日を楽しみにしております。

岸田劉生展 麗子微笑

濱本 功二 （佐世保中央夜間）

SSW の岩金俊充さんの講演では、生徒や保

護者、関係者の人間関係を「エコマップ」に

描くことによって、学校や関係者が困ってい

ること、子どもや学校の抱える問題点を浮き

彫りになり、学校やＳＳＷがどこに、どのタ

イミングで介入していったらいいのか、どの

ような支援をしたらいいのかが明確になって

いくやり方を学びました。

SC の黒崎亜希子さんの事例発表では、「個
人活動とグループ活動を織り交ぜることで自

己理解と他者理解を深め、生徒が自信を持っ

て自己理解を踏まえた学校生活に取り組める

ように導いていく」ことを目標にした取り組

みや摂食障害や自傷行為の見分け方や対応方

法などの話を聞くことができました。

２日目はＢコースの山口県阿武町の｢イージ

スアショア候補地の見学｣に参加し、現地で反

対運動をしている米津高明さんに阿武町が候

補地になるまでのいきさつやイージスアショ

アの危険性、阿武町長が先頭に立った反対運

動についてお話を聞きました。2020年度は、

香川県で開催予定です。定時制通信制の多く

の方に参加していただきたいと思いました。

烏山 隆弘 （鳴滝夜間）

イージス・アショアという言葉さえ知らず、

軽い気持ちで候補地を見学しました。電磁波

が飛び交う場所には、豊かな自然と人々の営

みが広がっていました。今、ふる里が国によ

って破壊されようとしています。のどかな農

村の安全と安心を脅かすミサイル基地は要り

ません。周辺費用含め推計6,000億円もの巨額

建設費。災害が多発する近年、生活再建の目

途も立たず困っている人々をどれだけ救える

ことか…。当事者の意見に耳を傾けることな

く一方的な「説明を丁寧にする」は、大学入

試英語民間試験の構図と通じる部分が多いと

感じます。人の内側から沸き起こる力や本当

に大切なものについて考えさせられた２日間

でした。




